
別記第３号様式

意見公募(パブリックコメント)の結果

○件　　　　　　　　　名
○意見等の募集期間 平成20年10月3日 ～ 平成20年11月3日
○意見等の受付件数 16 件

１．寄せられた意見等を内容により整理し、意見等の概要として掲載します。
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民間で実施した方が効率的かつ効果的に実施で
きる業務、サービスについては、指定管理者制度
の導入や民間委託を積極的に進めております。ま
た、ご意見のあった勝浦駅北口については、財政
状況を踏まえ、道路整備も含めて検討して参りま
す。

観光の大前提として、１．歩道、駐車場の
整備、２．環境美化・・・河川浄化、廃屋の
対処、３．休憩・休息地・・・ベンチ等が必要
です。

近年、朝市やビッグひな祭りなどで観光客が訪れ
てにぎわいをみせておりますが、ご指摘のとおり歩
道、トイレ、駐車場等の整備が遅れ皆様に不便を
おかけしているところです。平成１９年度に鳴海荘
跡地に駐車場の整備を行い、平成２１年度には朝
市公衆トイレを整備する予定で、今、準備を進めて
いるところです。今後も財政事情を踏まえ整備を進
めて参ります。

　市の考え方

平成２０年４月から無料開放された旧勝浦有料道
路については、これまで市街地の渋滞の一因で
あった通過交通の処理が図られたことにより市街
地の混雑緩和に対し一定の効果が発揮されてい
るところであります。この道路から、勝浦駅北口へ
のアクセス道路については将来的に必要と考えま
すが、北口開発との関連もあることから早期の実
施は、現在の財政状況においては困難と考えま
す。一方で、市街地内の幹線市道については、市
民生活に密着した修繕箇所も多く、子供や高齢者
に配慮した道路整備も必要とされているところか
ら、計画的に整備を進めたいと考えます。

民間活力の活用：民間企業と協力し市の
財政では実現できないことを推進する必要
があります。駅北口に土地を提供し、道路
等の建設を進める必要があります。

勝浦市後期基本計画・第４次実施計画（原案）について

提出のあった意見等の概要
施策についての意見

駅北口への旧有料道路からの道路建設を
検討することが街の発展にとって早急に必
要です。

本市では、行財政改革を進め、市民が求める行政
サービスを最良の形で提供できるよう、また、市民
と行政が一体となってまちづくりを進めていこうと
する行政運営の姿勢を示したものであります。

「誰でも主人公のまちづくり」は法律上から
も市民のための行政であり、行政に携わる
者はしっかりと意識すること。市民が主人
公などと言うことは、当然であり、不要で
す。



（２）
番号

5

6

7

8

9

10

11

12

事業番号１７１　地産地消の促進
地場特産品の開発と普及を図るべきで
す。

勝浦産農水産物の加工食品の開発を支援すると
ともに、学校給食や直売所、各種イベントでの販売
による地産地消の推進、ブランド認定やホームー
ジ等を通じてのＰＲを促進しています。

計画事業についての意見
　市の考え方

事業番号２３８０　（仮称）市民文化会館の
建設　　現市民会館の場所は防災上から
も津波の危険箇所であり不特定多数の
人々が集まる施設としては不適切です。

建設場所については、中心市街地における一定
規模の施設建設が可能である適地として計画して
いるものです。また、堅牢な建物を建設すること
で、津波にも十分耐えることが可能です。

提出のあった意見等の概要

事業番号　４８０　海水浴場整備事業
海岸にゴミが散乱しており、清掃をきちん
とすることが必要です。

観光協会に委託をして海水浴場開設期間中にお
ける清掃を行っているところですが、今後とも本市
に訪れる観光客が不快に感じないよう努めて参り
ます。

事業番号３８０　駐車場整備事業
廃屋が各地に目立ったが景観上からも防
災上からも多くの問題がある。所有者に処
理を依頼し、処理出来ない場合は、市が
代行し、相当の間無料で借り上げ駐車場
等の利用を図るべきです。

市が廃屋について行える範囲は、『勝浦市きれい
で住みよい環境づくり条例』により、市民生活に重
大な障害を与える恐れがあると認められた場合に
限り、必要最小限の措置を講ずることができるにと
どまるため、廃屋を理由に直ちに解体等の処理を
することはできません。今後も引き続き適地を探し
駐車場としての活用を図って参りたいと考えます。

事業番号　５００　釣り場環境美化事業
海岸にゴミが散乱し環境のうえからも大変
問題です。看板だけでなく、漁業関係者も
自分の職場をきれいにする努力が必要で
す。

看板設置とともに、各漁港ごとに漁業者等による
清掃を実施しているところであり、今後とも美化に
努めて参ります。

事業番号２０００　勝浦駅北口開発事業
旧有料道路から駅北口への道路整備を図
る必要があります。

旧勝浦有料道路から駅北口への道路整備につい
ては、今後の北口開発事業計画において、検討す
べきものであると考えます。しかしながら、現在の
財政状況においては、早期の事業着手は厳しい
状況であります。このため、当面は、将来的な事業
化に先駆けた北口周辺の既存市道の整備につい
て取り組みたいと考えます。

事業番号１５２０　ユニバーサルデザイン
の促進
バリアフリーのまちづくりと言っていなが
ら、出水の岩切の歩道は急傾斜で人が歩
ける道ではない。ピザの斜塔ではないが、
体を斜めにして歩くようなつくりである。早
急な改修が望まれます。

ご指摘の道路につきましては、平成４年の市役所
新庁舎建設関連事業として整備を実施した箇所で
す。本路線は、左右の宅地の地盤に高低差がある
ため、車道部・歩道部において高さ調整を実施し
たため、部分的に歩道内に傾斜が発生していると
ころです。現在の財政状況を考えますと、早期の
事業実施は困難と考えますが、将来的には、車道
も含めた全体的な道路改良事業として、検討した
いと考えます。

事業番号１９４０　交通安全啓蒙推進事業
駐車禁止のところに駐車している車が多
い。取締りと駐車場対策が必要です。

駐車違反対策は、警察署、交通安全協会、その他
団体と連携し啓蒙活動を推進しています。また、駐
車場対策については事業番号３８０　駐車場整備
事業において、その推進に努めているところです。
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２．寄せられた意見を考慮しましたが、原案の修正は行いませんでした。

※　勝浦市情報公開条例第６条に規定する不開示情報に該当するもの、政策等の策定に係わりのない
もの及び賛否の結論のみを示したものについては、掲載を省略することがあります。

○問合せ先　　勝浦市役所 企画 課 政策推進 係

事業番号２７１０　行政改革の推進
行政にとって最も大切なことは実施であ
り、実現です。市民の意見や提案を尊重
し、検討・対応する姿勢を持つことが必要
です。

当市における人口の減尐、また、これに伴う税収
減等の対応については、大きな行政課題とてして
受け止めております。これらを解決していくため
に、市町村合併について、県及び近隣市町の動向
を注視しながら推進しているところですが、県にお
いては平成１８年１２月２８日に千葉県市町村合併
推進構想を策定しました。勝浦市においても、県で
示した枠組みを考慮し調査、研究をするとともに、
市民の意思を尊重することを第一に、今後とも市
議会と十分協議しながら対処していきたいと考え
ます。

下水道は、生活環境の改善や公共水域の水質保
全等を図る上で必要不可欠な施設でありますが、
現時点では計画はありません。現在は行政と市民
の連携によりＥＭ菌投入や竹炭カゴ設置による河
川の浄化、脱臭に取り組んでいます。今後、将来
的な事業実施に向けて、地域の実情にあった汚水
処理施設の整備手法について検討していきたいと
考えます。

事業番号３０８０　市町村合併に係る調査・
研究　財政難、人口減、産業の不振などか
ら街に活力がなく、現状の市の体制に不
安を感じている。市民アンケート等を行い、
具体的な行動が必要です。

行政改革の推進については、平成１７年１２月に５
年間の計画「勝浦市行政改革大綱２００５」を策定
し、この大綱に基づき取り組んでいるところです。
平成１９年度実施の取組み状況については、個別
計画数６２に対し目標達成数５４と達成率８７％と
なっています。今後も市民の皆様や行政改革推進
懇話会等の意見を聞きながら、推進して参りたい
と考えております。

事業番号２６００　公共下水道計画
住民は下水道整備は必要不可欠なものと
考えており、行政の積極的な対策が必要
です。

事業番号２４９０　各種スポーツ教室の開
催　　　　武道大学、武道館等と協力、各種
スポーツ大会を誘致する。また、これら施
設を活用してスポーツの街として展開して
いくことが必要です。

各種スポーツ教室については、ソフトテニス、バ
レーボール、サッカー、ジュニア水泳教室などを開
催し、講師や会場の利用について体育指導委員
や国際武道大学と連携しながら開催をしていま
す。また、各種スポーツ大会の開催については、
市体育協会に委託事業として約４０事業を、体育
協会加盟１５団体、国際武道大学及び武道館研修
センターと競技役員や会場利用について連携しな
がら開催しています。今後も、充実したスポーツ教
室や大会が開催できるよう関係機関と連携しなが
ら事業を展開したいと考えます。


